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連絡先 電話番号 連絡先 電話番号

大和町役場 022-345-1111 電力会社

大和町上下水道課 022-345-2850 ガス

防災無線放送確認ダイヤル 0800-800-4852

黒川消防署 022-345-4161

大和警察署 022-345-0101

 緊急連絡先公

家族の名前 携帯電話番号 メールアドレス 勤務先・学校などの電話番号

 家族・親せきの連絡先自

一時避難場所 家族が離ればなれになったときの集合場所

 わが家の避難場所自

名　前 電話番号 携帯電話番号 メールアドレス

 自主防災組織役員、地域の関係者等の連絡先共

大 和 町
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　災害時の被害を最小限に抑えるためのキーワードとして、「自助」「共助」
「公助」という言葉がよく使われます。自助とは、いざというとき自分や家
族の命と財産を守るために、自分自身で、家族全員で備えることです。ま
た共助とは、地域社会の被害を減らすために地域が一丸となって助け合う
こと。公助は、行政が担う総合的な防災対策などを指しています。災害に
強い社会とは、これらの３つの「助」が互いに補い合い、支え合って初め
て実現します。

　災害の発生を防ぐことはできませんが、自助、共助、公助が最適に機能
すれば、被害を減らすことは可能です。特に、東日本大震災のような巨大
災害が発生した場合には、日ごろからの自助と共助の取り組みが被害軽減
のカギになります。次ページ以降、自助、共助の重要性を、東日本大震災
や阪神・淡路大震災から得た教訓を基に確認してみましょう。

大規模災害では、公助の機能が制限される理由
１

「釜石の奇跡」は防災教育の成果だった理由
２

阪神・淡路大震災では地域住民が救出の主役だった理由
３

住宅の耐震化など、家庭の防災対策は効果が高い理由
４

東日本大震災後、「社会の絆」を重視する意識が高まった理由
５

●防災対策の推進
●自助、共助に対する支援　など

自助
自分や家族

公助
市区町村、
都道府県、国、
消防、警察、
自衛隊　など

共助
隣近所、

自主防災組織、
災害ボランティア

など

自助、共助の
重要性

PART１ 理解編

自助、共助の重要性を示す５つの“理由”

東日本大震災や阪神・淡路大震災を教訓に、
「自助」「共助」の重要性を理解しましょう自助、共助の重要性

PART１理解編

理由１>大規模災害では、公助の機能が制限される… …………………… ２
理由２>「釜石の奇跡」は防災教育の成果だった…………………………… ２
理由３>阪神・淡路大震災では地域住民が救出の主役だった… ………… ４
理由４>住宅の耐震化など、家庭の防災対策は効果が高い… …………… ４
理由５>東日本大震災後、「社会の絆

きずな
」を重視する意識が高まった……… ４

POINT

「自助」を実践しましょう。災害別に紹介し
た具体的な対策に家族全員で取り組み、自分
と家族の命を守りましょう

地震対策 >家の中を安全にする… …………………………………………… ６

地震対策 >家の周囲を安全にする… ………………………………………… ８
地震対策 >非常持出品、備蓄品を準備する… ………………………………10
地震対策 >地震から身を守る… ………………………………………………12
地震対策 >家族との連絡方法を確認する… …………………………………14
地震対策 >危険が迫ったら避難する… ………………………………………16
津波対策 >津波の危険性を理解する… ………………………………………18
津波対策 >津波から命を守る… ………………………………………………20
風水害対策 >過去の水害を知る「平成 27年 9月 関東・東北豪雨」… …22
風水害対策 >避難情報を正しく知る… ………………………………………26
風水害対策 >大雨と土砂災害に備える… ……………………………………28
風水害対策 >風水害から身を守る… …………………………………………30
知っておきたい救

きゅうきゅうそせいほう
急蘇生法……………………………………………………32

PART２実践編
自分で守る 

POINT

「共助」を実践しましょう。自主防災組織に
参加し、要配慮者を支援して地域の被害を減
らしましょう

地域防災＞地域で協力して災害に備える……………………………………34
地域防災＞自主防災組織に参加する…………………………………………36
地域防災＞要配慮者を支える…………………………………………………38

PART３実践編
みんなで支える

POINT

●家具の固定、住まいの
　耐震化
●飲料水、非常食の備蓄
　など

●防災訓練の実施
●地域に住む要配慮者に対

する支援　など


